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トマトのカゴメとしてブランドを確立 成長に向けた海外拠点の開拓と非トマト化

At a Glance

健康と農業の発展に貢献するカゴメグループの歩み
　カゴメグループの歴史は、1899年に創業者の蟹江一太郎が初めてトマトの発芽を見たときに始まります。

以来、自然の恵みを活かした商品を世に送り出し、食を通じた社会課題の解決に取り組んできました。これからも、

野菜の消費量を増やすことで人々の健康と農業の発展を結び付け、持続的に成長できる強い企業を目指します。

1908年に発売したトマトケチャップを66年に世界で

初めてプラスチックチューブ入り容器で発売するなど、

技術革新による新しい商品を生み出しました。日本全国

に拠点を拡大し、販路と生産体制を整備しました。

1970年代後半のトマトジュースのコモディティー化へ

の対応から、トマトに頼らない成長戦略として、フルー

ツジュース、お茶飲料に参入。同時に海外の原料調達拠

点の開拓とアメリカでの事業に着手しました。

1960～1970年代 1980年代
ナショナルメーカーに向けた躍進期 多角化と国際化の時代
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1994年 2019年

売上高 売上収益

1,109億円 1,808億円

事業ドメインを集中させ成長ギアをチェンジ 社会課題の解決による持続的な成長を目指す

※ 1995年までは単体売上高、1996年以降は連結売上高/売上収益を表示しています。
※ 2014年度は事業年度変更に伴い、2014年4月1日～12月31日の9ヶ月間となっております。
※ 2019年度よりIFRSを適用しております。また、ご参考までに2018年度のIFRSに準拠した数値も併記しております。

1992年発売の「キャロット100」シリーズの大ヒットにより、

トマトに次ぐ第2の野菜としてニンジンが基幹素材に。続いて

95年に「野菜生活100」を発売し、並行して野菜の効用の情

報発信を行い、野菜飲料を日本人の食生活に定着させました。

2000年に企業理念を制定。事業ドメインの明確化とガバ

ナンスの革新を加速させました。そして今、25年のあるべ

き姿を掲げ、食を通じて社会課題の解決に取り組み、持続

的に成長できる強い企業を目指しています。

1990年代 2000年～
ブランドアイデンティティの確立期 理念に則り社会とともに歩む企業へ
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セグメント構成比（2019年度）

セグメント構成比の推移

カゴメの横顔
　創業者の蟹江一太郎は、青臭いにおいと見慣れない真っ赤な色が敬遠されて当時は全く売れなかったトマ

トを、試行錯誤の上トマトソースに加工し、加工食品事業をスタートさせました。今ではトマトだけでなく、

ニンジンやその他の野菜を様々な形態でお届けし、世界中の人々の食と健康に貢献しています。

At a Glance

事業利益
123億4百万円

国内農事業国内加工食品事業（　 飲料  　 食品他） 国際事業 その他事業

売上収益

1,808億49百万円売上収益

12億71百万円

売上収益

375億24百万円
事業利益

7億80百万円

事業利益

5億32百万円

事業利益

△2億25百万円

国内農事業
売上収益

95億67百万円

国際事業

その他事業 国内加工食品事業
売上収益

1,324億85百万円
事業利益

112億16百万円

売上収益

720億39百万円
事業利益

58億26百万円

売上収益

604億45百万円
事業利益

53億90百万円

飲料

食品他

2009
（年度）

2019
（年度）

国内加工食品事業
87.3%

国際事業
7.9%

国内農事業 3.7%
その他事業 1.1%

国内加工食品事業
73.3%

国際事業
20.7%

国内農事業
5.3%

その他事業 0.7%その他事業 0.7%
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セグメント売上高／売上収益の推移

国内加工食品事業　➡　事業戦略はP.32

国内加工食品事業では、飲料、調味料、通販・贈答用製品などの製造・販売を手掛けています。

国内農事業では、生鮮トマト、ベビーリーフなどの生産、販売を手掛けています。

国際事業では、トマトの種子開発から農業生産、商品開発、加工、販売事業を展開しています。

国内農事業　➡　事業戦略はP.34

国際事業　➡　事業戦略はP.36

（年度）2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 20192018 2018

売上高／売上収益　　営業利益／事業利益 単位：百万円

150,122 157,743 154,506
164,321

153,469

114,476

140,526 146,913
157,642

7,248
8,614

9,930 8,984
6,359

4,592 5,185
8,143

10,700

132,485

11,216

157,725

11,030

132,914

11,178

日本基準 IFRS

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 （年度）20192018

売上高／売上収益　　営業利益／事業利益 単位：百万円

△708
△47 △70

806 673

△10

732 862

△161△236

6,362
7,235 7,635

8,931 9,683
7,493

10,982 11,487 11,409 11,464

△97

11,169

△225

9,567

日本基準 IFRS

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2018 （年度）2019

売上高／売上収益　　営業利益／事業利益 単位：百万円

△735 △1,071

△1,824

△656 △683 △828

203

1,250

837
13,600 14,432 16,018

21,140
28,083

35,933
42,624 42,735 44,136

336

39,558

780

37,524

523

39,307

日本基準 IFRS

※ セグメント間の消去及び調整後数値
※ 2014年度は事業年度変更に伴い、2014年4月1日～12月31日の9ヶ月間となっております。
※ 2019年度よりIFRSを適用しております。また、ご参考までに2018年度のIFRSに準拠した数値も併記しております。
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